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賃 料
畑作 に お け る 深 耕 問 題

西 潟 高

（ 北 海 道 農試 ）

深 耕 の 意 義

深 耕の 呂桝 耕土 の深 さを機 線的に増 大 し，蒋在地 力の嗜用 と，作物生育領域 の拡大 に よつて ・

作物収量 の増加 を計 ろ うとす る もの と解 され るレ畑土墟 の低位生蕉性 は ，主 として土壌理化 単性 の

不良に由来す る ものが多 く，、そめ生眺 音質囚矯 正 の一手段 と して耕土改 良の意義 が認 め られ てい

る。 紙 多肥集 約を本質 とす るわが国 農業 に凱 ハての生産 力は，ほ ゞ限界細 くな カ，これが打開

の途 を耕土 の縦へ の拡 が カに求 め よ うとする摺 り・ さ ら把濃業 成城化 の進凱 必然 的に深耕 の形

を取 るこ とにな 少，士朗 酌 白か ら趣 を異 にす るに空つた・ この よ う姻 由か ら深耕 の問題紙

く各地に帥 て主要を課題 として馴 あげ られ，その成果は耕土改良車業 として実際蛸 用されて

い る。採卵 関する研究の歴史は北海道 を除いてはそれ程古い ものでは凌い0 北海 道で掴 粘土・

火山灰土，泥炭土等の僻殊土壌の鯛 が広 く，気候 の苛烈郎 よる生産の不安定を助長 している審

秦 もあつて，生産 の向 上 と安定 を耕 土 の改良 に よつて達成 し ようとして，各種 の試 験が大正末期 ・

昭和初頭 か ら数 多 く行 われ て簸 た0 ・

在来農法に帥 ては長在 帽 洞 一手郎 よつて雛 菜が行われるため，耕土の探さはほ 一ゞ定

とな 旭 つ比蜘 浅 くなつ てい るのが通例で ある。 これ を他 の何等か の手段 に エつ て耕 土 を深 くす

ることを糊 と呼ん でい るもので ある 0 従つ て探耕 と云 つて もそ の内容 あるい蠣 跳 必 ず しも同

一一の もの とは云 え 帥 もので ，耕土改 良の 目的 に よつで性格 の異 夜つた作業 があ ゎ，それぞれ異 つ

た名称 が附 され てい るu 即 ち触 ・ 心 土の性 状 に大差 が夜 く土層 が連続郎 堆積 してお 力，黎底盤

の破朗 るい順 朗 る下層土の牌 を主 目的れ ている場合に払 単なる¶探那 に エつてその

目的 が適せ られ る亡下層土 の風化 が進 まずその性状 が不良のた め∫心土 の混 入に よつて生卵 苦 る

しく阻害細 るよう売場合（重粘強離 土 ）枇 ・ 先づ心土を耕起桝 して風化を促進 し，然 る後

漸 次深耕 を行 う q 心 土那 があ ゎ，また同 じ目的のため S u b s o i l e r を使用す る代心土破即 が

行 われ るこ ともある 0 紙 性状 の全 く異 なる土屑 が幾重 に も重 夜 始 つてい る場 合（ 火山灰土 ），

これ等の層 を糾 しで 性状 の均一 ヒを計 ろ う として 代混嚇 ”が行われ るが， この場 合で も下層土

の性状が馨 るしく不朗 る場合 に朗 ，一段階 として代心土混屑那 が実施細 る⊂組 下屈に肥沃

な土屈の存在 している時 化 大型機械 に よわ 鴫 倒客土 ガと呼ばれ る天地返 しの形 を取 るもの も

ぁる。 こ順 の諸作業 の全音Eが深耕 とい う概 念で一括す るこ とが出来 る もので ，作業 の内容 を示す

必要 の あ る時 に ，そ れ ぞ れ の 名 称 を附 す れ ば よい もの で あ ろ うe

深 謝 の 効 果
従 来数多 く行 われた深耕試 験 の結果 を見 る と，苦 るしい効舶 言細 られ てい る例 も多いが・ その

反面必ずしも多即 をつてい帥 場合も少 くは帥 ・ 元 深々耕は朗 的帽 く耕凱 ，土壌の物理
J

性 を良好 食 らしめ，下層土 の風 化 を促進 し棍 の雛 吸蛸 域 を大 な らしめるこ とを目的 と した もの

であるが，深耕にエほ 境有脚 勿の朋 即肖糾 促がされ・ 亜絹 物 不均衡がおこる ことも予想さ

れ るの で，深耕 の効果 は璃 の確執 施肥 管ヨ理の適否 ，作物 の種類 ，・ ポー楯 等各席 の条件 に よつ てそ
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のあ らわ れ方 に 差 を生 じた もの と思 わ れ る。 深耕 の 効 果 を土 塊 の種 類 別 に見 る と， 牡 褒 阻 害 要 因 が

牙1 表 土壌別地域別 に見 た深耕 の効果
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主と して土 墟 の 理 化 単 姓把 あ る よ

うな場 合 に朽 漕 に あ らわ れ て し1 る

よ うで あ る 。重 粘土 で は微 細 粒子

が緊密 に堆積 し，通 気透 水が苦 る

し く不 良 で ， この こ とが 作物 生 育

を不 良 在 ら しめ て ぃ る もの で あ る

竺一 三；左芸≡ …三…ニ芸；芸 …言霊霊芝

示 した もの で あ る。 ま た火 山灰 土

におい ては 土屑 の不均一」生と裔薄

牲が生 産 の挙 らな いオ′－ の 原周 と なつ て い るの で ，土 屑 を混 和 し均 叫 化 す る こ とに よつ て そ の欠 陥

が改 善 され ，作 物 の生 育 に好 影 響 を与 え る こ とに な る。 併 し物 理 性 の改 善 とと もに深 耕 に よつ て混

和され る下層土の性状 に よつて，土盛改 良資材 の便凧 適切 なる施 肥管理等 が同時に行 われなけれ

ば，そ（つ効果 の万全 を瑚 す ることは鞘灘 とな る。オ 2 表 ，牙 3 表 に示す如 く強酸性重粘土填 に卦 h

オ 2 表 重粘地 における深耕 の効果例 ては深耕 と作土心土 の
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刀7 3 表 火山灰地 にか ける深 耕の効果 ．例
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昭和 11佐一12句 十 勝港別町，火山灰土

酸性矯正 が行 われ るこ

とに よ つ て効 ＿果は 苦 る

し く高 ま わ，火 山 灰土

にかぃ ては堆肥の加用

及び燐酸 の増施 忙よつ

て収誼の増加が 得 られ

しか も空 包 に至 つ て も

をお深耕施 肥の効果の

持 続 して い る こ とが認

め られ る。 牙 4 表 は畑地心土

耕が土壌 の物三曙性に及 ぼす影

響に ついての例 を示 したが，

心土耕 に よつて牙 2 屑の土壌

に対 す る変 化 が享君め られ る。

比較的 大規模 の調査 把 エつて

土壌硬度，遼遠速度等は次矛

に原土 の状態に近づ きつつあ

るこ と が知 られ ，約 4 毎 に し

ヽ

て対 照 区 と殆 ん ど等 し くなつ

ていた b 心 土耕 に よつて土壌

の物 理 性 が どの よ う把変 化す



牙4 表 ． 洗耕 に よる土壌物 理性 の変化
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皇う 0

1 次に牙 1

表に示 され

た各地 の成

講か ら，深

耕の効果に

つぃての地

域性 を論 ずる ことは ，試験成績 が充

命で な い の で誤 少をお か す おそ れ も

あろ うが ，現在集漬 された資料 のみ

につい て見 る と，探耕 の効果 は北海

道 にお い ては 土 墟 別 に も作 物 別 に も

田老 に見 られ るもので，東北地域 ，

関凍地域 が これ についで ，束 海 ，九

＿L ユ 州 地郎 一 般 に劣 つ てい る ことが 軍

められ ，寒地 か ら肋 如こ至 るに従い次 刑 ⊂効果 があ らわれ難 くなる とい う傾 向が見 られ る・ かかる

結果 の得 られたの紙料 譲故 に際 して通 航 土塊管用 が渚座 され なかつた ためか ，あるいは気候 的

条件の紗 那 ；大 きく，深耕の効那 地卿 勺な差異純 じたものであるかは今後の重要 な研究問誼で

あ ろ うし
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牙4表－－4 地 温 ℃ （10 b～18 b ）

探さ ！普通耕 2 8 奄 2 9 毎 3 0 イ主

1 0 珊 幸 1 9・8 2 0・5 2 1・3 2 1・9

2 0 〇刊 ！ 1 臥 7 1 9 ．3 2 0 ．6 1 9 ．8

カニ別布‾西野幌台丘地

普通 排は 6 寸届耕 ，心土耕 は トラク去一耕表 土 6 寸心土 4 寸

各28 ，2 9 ，3 b，3 1 在 に心土耕 を行いそ の後普 通耕 を続 けた。

調査は 31 屯春秋 。（ 昭和 31 佐渡 ，農業物発部試験成績 ）

2 0．4

1 9 ．1

探 誹 を朽 つた

澤合作物 の穫類

にエつ て ，効 果

の出 や すし1 も の

－→ と出に くいもの

とが あ る。 多 く

の試 験器具か ら全 国的 に

見て，青刈飼料 ，甜菜 ，

馬鈴薯 ，麦類 ，陸稲i 等

は効果 をあげやすい作物 であ わ，大豆 ，甘藷 等 は効 果 の少 ない場合 が 多 く夜つてh る。 これ等 の作

物とい つ て も品種 の特 性 に よる差 異 が あ わ， ま た 土 塊 管 理 の適 否 に よつ て も差 の生 ず る こ とは 当 然

考え られ る。

深耕 の効果 は終局的 には栽培 した作物の収量 の多少 忙 よつて判定 され る ことにたる与韓唐様頻 的

の観 点 か らす れ ば 当 然作 物 収 竜 の増 大 を もた らす もの がオ ー 益 的 に考 え られ 浸 けれ 言ま走 らを h 。 従

つて濃家の別項（ておいて実既 に探耕 を行 う場 合 にほ ，収量 の浸 も上りやす く，床宗 に二適応す る作物

を作付 して，収 蔵（ 収益 ）を高め る ことが深耕 の有利性 を明確 にす る方法 で，音速宗に比 して呵窺

の増 収 が ㌣享られ た か ，安 定 した 多 収性 が どの 程 度 続 く ものか を見 なけ れ ば な らか ′1． 草 寒 叱海 道 に

か】こ（ て咄探帥 な俊 忙は テン トコ叫ン，属鈴譲 ，甜菜等適応性 の高 い ものを作付 し，垂 実 の黛技・沖た琶

が潜 る しい が倒 伏 に よ る成 収 のか そ れ ある宏 効 ，子 実 収 竜 の 高 ま らな し1生 類 の作 行 を避 け る よ うに

指導 され ている。頚 は深耕後 の土塊泉件 を墟 も有利 忙利用 し得る作物 の導 入を行㌔1 ，青 磁 1勿の洩与，
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脚貸地 虻 劉 ⊂よつて心土の改善がすすむにつ㍍ それに凱 た作物を取 り入れるよう灯 る

こ とが 有 効 な 方 法 で あろ うG

紳 輔 的の見地を放 れて見る組 ま・探那 よつて子実の収郎 高せらなくても，聾尭の繁

茂伸裾が示紬 るとしへうことは別の朋 を舛 ば，深耕 の脱 が如 ；つていると見ることが出来る

ので舶 る帥 かL 即ち舶 生長が促進 純 米養体の柵 違が大きくなることは，その後の子実収

抄 紙 網 漁性を示しているものといえよう0 実療馳 附 しも胡待細 くには走ら帥 場合が

多いが，これ蛸 黄体の離 を子舶 虞に結び付けるたゆの条件が充舟に解明紬 て な いた めで

ぁると考えられるし従つてこの点把ついて蛸 礎的研究の推進 忙よつて緋 るべ き重要な欄 で

ぁるがフー一両醐 の試 郎 帥 て単なる深耕 では緋 と怠 け すレ攻 豆 も，心土の改良が行われる

ならば舶 の多収 が得 られる とい う試酬 ，あるいは榊 と下馳 肥に よつて増収 の得 られた例等

が， 問題 解 明 の一つ の 辛 がか りと 浸 る もの で あろ うq

深 耕 に 対 す る 2・ 3 の 考 察

深那 よつてオー収 境 も大き夜変 化を射 るの地 層の配列でちり，土壌 硝 軟化であるu 深耕

蛇 として磯桝 手即 よつて士朗 鮒 の改善を酌旨しているものであるが，土地 離 阻害要

酌 見出し，これを除去矯肘 ることがオー紬 要であるQ 土卯 に帥 て如朋 る附 がどのエ

ぅな状況に帥 て生郎 紳 しているかの判定は，土塊断帥 調査によつて大凡そ胴 能絹 であ

るし，紙 これを耶 臣ならしめ夜伽 ば覆ら帥 c 土壌基本舶 の重要性が脚 される｝融 かか

る点にあるものと云え ようもl 比鮒 浅い部位に鰻駅 の他不良土鳩の存在する雛 とか，重柵 細

純 子が緊密に准描 し通気達郎 摺 るし く不良忙なつている場合 とか，噴出軌 帥 埠を畏れ て，

性質の潜るL・く異つた土壌の登績 しているようか義郎 払 生弧 害の澄田が明瞭であ帽 排硝

果 が出やす蛸 件 を具 えてい るもの であ るが，実即 深耕 を行つて見 る と全 く効果 の見 られ 帥 列

が多い。かかる那 陀 見ると探郎 よる下層土混入の濃彩削 漁 故にあらわれている場鮒 極めて

多れ －舶 に㍍ 下駄 紅組 状の不良のものの存在している例が多れ 各駅 良鵬 替に関し

ては郎 多くの試鮒 行われその対那 明らかに紬 ているが，心土改良の有舶 否が柑 に細

る根本問題 と云 うことが出来㌫ 従つて糊 の実施にあたつて地 釦 榊 土眉の配列状態に応 じ

て如朋 る施工をなすか（心土針 鯛 僻 ），何れの部位壇での耕起が必要か等が検討紬 ，そ

の上拙 速の改良方法 ，適作物の選考等の試験が行われ，広鯛 に通用出来る深耕地に細 る舶 ・・

贈 法が明 らかにされるものである0 帥 深耕 忙関する試験頗 銚 己酢 当つて鯛 に施工地の土

屈獅 を附することを提唱 したいb （卑蛸 探を示 しただけで臥 その深紺 如朋 る意義を有し一

てい る か が不 明 の場 合 が 多い か らで あ る 。 ）

以 上探那 よつて士朗 介系の変化が大きく取 りあげられるc 採卵 人細 に土塊 を鰍 浸らし

めるのであるから，当然土塊三脚 布に変化を来た し・ 孔悌の鯛 も紙 変 順 に粗孔陳違の増加

を来た しているL 透 畑 教 も従 つて蜘 し 有効水量 も深耕 に よつて蜘 す ること も知 られてい る・

水 の脚 力の増大する一方 ，毛管水 の上昇がた ち切 られ るため，早魅 絹 し陸 稲の草 書を被 る例 も

報告 され ている○土軸 外 の変化 の間接的影 響 として地温 の変 化 があ り，深耕 に よ 畑 温 の 上昇 が

見られるのが通例であるが，寒拙 に帥 ては水禍 持の増大にエ州 最上昇を妨げ・作舶 郎

恋彫酌 及ぼす場合もある0 また如 拙 の如 くか 透水性の大きな土郎 帥 ては・ 探那 よる
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透水度 の増 加 に伴 h 盤外溶脱の傾向が助長 される こと も考え られ，窒 素，加里 の作物体内 の含有率

が低 くなつ た わ，作物 栽 培 忙 当 力各種 要 素 の 多投 に よつ て収 量 が あ が る等 の事 実 が これ を裏 書 き し

てぃる もの と思 われ る。士魂 水分系の変化 はある土塊 におい ては 有利 な条件 を与 える反面 ，他の種

の土 塊 に は不 利 浸条 件 となつ て しっる こ と もあ る。 従 つ て 各碩 の土虫 に お い て系 統 的 に水 分 系 の変 化

を作 物 生 育 との 閑適 に ぉ ぃて 明 らか に し，常 に 多収 とな る よ う夜合 理 的 水 分 管 理 の方 式 を作 少 あげ

る こ とが必 要 で あ る。

探 耕 に よつ で 作物 が 多収 とを つ た場 合 の地 力 の推 移 を 明 らか にす る こ とが必 要 で あ る。深 耕 の効

果の一つ と して潜在地力 の特用 があげ られている。深 く耕起 し土塊 を接伴 ，膨軟化 する こ とに よつ

て，有効態窒 素 の増 加が一般 に認 め られてぃるが ，この ことは土壌 中の有機物 の弁 解が促進 されて

いる こ と を示 す もの で ， この よ うに して 有効 化 さ れ た養 分 が作 物 に 吸 収 剤 用 さ れ ，生 育 竜 の増 大 と

恵 つて あ らわ れ て い る もの と考 え られ て ぃ る。 北 海道 にふ け る試 験 例 に よる と，深 耕 区 の収 遺 は常

に普 通 耕 区 よ り高 い が ，毎 次 の緯 過 に伴 h 収 竜 低 下 の速 度 が 大 き く浸 る こ とが 明 らか に され て ぃ る。

この よ うに 見 る と深耕 に よつ て地 力増 進 を計 ろ うとす る こ とは必 ず し も当 を 得 夜 ぃ もの で あつ て ，

むしろ 地 力 減耗 的 夜技 術 で あ る よ うに見 られ る 。深 耕 に よつ て 予 瑚 され た よ うを結 果 の 得 られ 凌い

原因 が ，深 耕 に よつて 水 外 の移 動 が激 し くな カ，肥 料 養 分 の流 亡 が 著 る し く覆 る た め に よ る ものれ

作物の生育 が促進 盲れ るため蕃 外の消耗が苦 る しぃためか，従つて肥料 の増施 に よつてかかる現象

を改 普 す る こ とが 出 来 る もの か ど うか ，魂 在 を 卦不 明 の ま 填残 され て ぃ る点 を 明 らか に さ れ る な ら

ば，深 耕 に際 してそ の 効 果 が充 分 に発 揮 さ れ る よ うな土 塊 管 理 の 方 法 も見 出 され る で あ ろ う。 叫 方

土壌 有機物 の命解消耗 に対 しこれが補吟 は不可 欠 のもの とされ てい るが，所謂地力維持 のため と考

えられ て い る有 機 物 が 如 何 をる 役 割 を な して ぃ る も ので あ るか ，例 え ば主 と して土 壌 物 理 性 の改 善

・ 保持 の た め に 勤ぃ て ぃ る もの で ある か ， あ る い は主 と して 作 物 に 対 す る蕃 命 供 埼 に意 義 が あ る の

か等 ， 有機 物 施 用 に つぃ ての 本 質 的 な面 を 明 らか 把 す る こ とが 必 要 で ， これ に よつ て探 耕 時 に施 用

すべ き有機 物 の 種 類 ，施 用竜 ， 施用 法 等 が考 え られ る こ とに な ろ う。 地 力 の 本 質 に つ ぃ て の論 議 按

兎も角 と して ， 深耕 に よ つて作 物 生 育 に対 して好 ま しい環 境 が 作 カ あげ られ る も ので ， これ に土 壌

化学性 の改善 ，合理 的竜水命管理 ，適切 な施肥等 が行 われ る な らば ，永続 的に高水準 の収 景 を維持

する こ と も可 能 と な るで あろ う．結 局 殊 耕 を地 力増 進 技 術 た ら しめ るか ，地 力 消耗 技 術 た ら しめ る

かは そ の後 の 管 理 に よつ て 決定 さ る べ き もの で ，探 耕 自体 校 地 力増 進 の 可能 性 を附 与 ナ る もので あ

るき云 え よ う。

次 に考 え られ る こ とは トラ クク ー利 用 に と もな つ て生 ず る 各種 の 問題 で あろ う。 従 来 畜 力 ， 人力

にエる耕 起 は 1 0 ～ 1 5 〇m 程 度 にす ぎをか つ た もの で あ つ た が ， 大型 の磯 城導 入に よ カそ の 耕 探 を

増大せ しめる ことが出来 る。深耕 の実施 に あた つては土層 の構成状態 に よつて適切な耕探 ，方法が

一応 決 定 され る が ，同 時 に使用 す べ き機 械 の種 類 も決 定 され る もの で ある 。「また磯 班 別 用 に 際 しそ

の能力 を規 正す る ものは土塊 の性 状 と関連 して ，そ の土壌 に含 まれ ている水分 の状態 である。各種

土塊 に おぃて機械の能率 を最高 度 に発揮 せ しむ るた めの士魂 条件 ，年別そ適正 をる水分含 有審 を明 ら

かにす る こ とが先 づ 必 要 で ，か か る一雫望 は違 粘 地 土 壌 に お ぃ て最 も大 な る もの が あ る 。 さ らに土 壌

の混和 の程度 と関連 して ，有機 物施用法 ，化学肥 料 あるいは土墟改良資材 の施 用の方法等が問題 と

なるで あろ■ぅむ せた トラ ク タ、 の使 用 把 よる耕 盤 の 新 党と これ が作 物 に対 す る影 響 と この 対 策 等 磯
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縛ぷ川 北こあ た つ て の閃 軌 烹も少 くは な い 0

む す び

以 上主 と して疎 林 の 問 題 を土 塊 肥 料 の 面 か ら考 資 した もの で あ る が ，深 耕 の 効 果 は数 多 くの葛 因

が結 合 された結果 示される ものであるか ら，土壌 ，気候 ，作物 卓 らに磁械 の種類 ，使用 の形態等 に

ょつ て， 類 似 の環 境 に ぉ い て も あ らわれ る結 果 は 必 ず し も－一様 で は ない 。 深 耕 ∈て よつ て増 収 の効 果

を収 岩㌧ょ うとす る な らば ，耕 起 方法 ，土 塊 の 性 堰引′こ対 応 した施 肥 竜 ，施 肥 法 ，作 物 の種 類 ある しっは

品預 の連荘等 各般 に亘つての研 究が必零 で あ れ しか も小面積 の試験 では， 大規模 の囲場 において

見られ る実 績 の 領 袖 とは しば しば異 な る こ と も知 られ て い る の で ， こ の項 の 土 地 改 良試 験 は広 い 面

描を用 ぃ て実 施 ナ る こ とが凄 ま しい もゐ で ある L さ らに土 塊 の種 類 と深 耕 の 関 係 ， 探耕 効果 の発 現

に対 する地 域性の問題 等 を明 らかにするため ，幅広 く行 われ た現地試験 の成謂 を集績 し，探耕 に関

ナる諸 問 題 を嘱 納 的 に 解 明 す る 等 の 方法 も取 らをけ れ ば な らな い もの と考 え られ る 。

も二 …

くi ゝ




